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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、FACIT（断続的な三重らせん構造を持つ線維関連コラーゲン）コラーゲンファミリーに属するXII型コラーゲンのα鎖をコードしています。XII型コラーゲンはI型コラーゲンと共存するホモ三量体であり、この共存がI型コラーゲン線維と周囲のマトリックスとの相互作用を変化させると考えられています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが同定されています。 [RefSeq 提供、2008 年 7 月],代替製品: コラーゲン XII の最終的な組織形態には、アイソフォーム 1 またはアイソフォーム 2 のホモ三量体、またはアイソフォーム 1 とアイソフォーム 2 の任意の組み合わせが含まれる場合があります。,機能: XII 型コラーゲンは I 型コラーゲン含有原線維と相互作用し、COL1 ドメインは原線維の表面と関連している可能性があり、COL2 および NC3 ドメインは原線維周囲マトリックスに局在している可能性があります。,PTM: 配列モチーフ GXPG 内のプロリン残基の水酸化は、脊椎動物における 4-ヒドロキシ化の要件に適合するため、4-ヒドロキシである可能性が最も高いです。,PTM: アイソフォーム 1 の O-グリコシル化。コンドロイチン硫酸型のグリコサミノグリカン。,PTM:三重らせん末端は、各末端のジスルフィド結合により安定化されています。,類似性:FACIT (fibril-associated collagens with interrupted helices) ファミリーに属します。,類似性:1 つの TSP N 末端 (TSPN) ドメインを含みます。,類似性:18 個のフィブロネクチン III 型ドメインを含みます。,類似性:4 つの VWFA ドメインを含みます。,サブユニット:それぞれが 190 kDa の非三重らせん配列を含む同一鎖の三量体。,組織特異性:コラーゲン I を含む組織に存在し、アイソフォーム 1 とアイソフォーム 2 はどちらも、羊膜、絨毛膜、骨格筋、小腸、および真皮線維芽細胞、ケラチノサイト、内皮細胞の細胞培養に存在します。アイソフォーム2のみが肺、胎盤、腎臓、および扁平上皮癌細胞株に認められます。アイソフォーム1は角膜上皮ボウマン膜（BM）および角膜実質の線維間マトリックスにも存在しますが、角膜輪部BMでは検出されません。
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	コラーゲンXIIα1抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	コラーゲンXIIα1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト骨格筋組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ADD2 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウェスタン ブロット分析。

